






　 　 　 　 　 もとぶ　　　　　　　　　　　さんしん
　沖縄県の本部半島一帯には三線伴奏による手
踊 り円陣エイサーが数多 く伝承 されている1。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 や　ぶ
　本論はその伝承地の一つである名護市屋部の
エイサーを扱ったシリーズの3回 目で,本 紀要
第6号 「名護市屋部の手踊 りエ イサー(1)」,第
7号 「名護市屋部の手踊 りエイサー(2)」に続 く
ものである。(1)では屋部の伝承曲30曲 の楽譜資
料を作成 し,(2)で その歌詞資料(歌 詞の掲載と
共通語訳)の 作成を試みたが,今 回は2000年 と




1.屋 部 エイサ ーの概 観
1.1　 屋 部 の概 観




沖 縄 県 名護 市f2部 の 手踊 りエ イサ ー(37
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ままり
し(地 図参照〉,17世 紀中頃から既に名護問切
の集落 として文献 に記載がある。名護 問切 は
1908年 に名護村,1924年 には名護町となるが,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 う　も　さ　　　やまの　は　　　あ　わ
1946年,屋 部をは じめ宇茂佐 ・山入端 ・安和な
ど7集 落が屡部村 として名護町か ら独立する。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 はね ぢ　　　　　く　 し　　　　　や　が
そ の後1970年 に名護 町 ・羽地村 ・久志 村 ・屋我
ぢ




　 　 　 　 　 　 なかやま
(由入端以西 と中山を除 く)・中学校 を置 く。現
在の人口は609戸.1.646入(2011年3月 末 臼現






習が盆に向けて進 む中,八 月踊 の ミンクバ イ
みんくば い　　　　　　　　　　　あざ




壌.2　 屋 部 エイサ ーの変遷
1.2.1　 エイサ ーの流れ
　屋 部エ イサー は,円 陣 になった踊 り手衆 が三
しん　　　 　　　ぢ うて　　　 　　　　　 　　 ぢ うて　
線弾き(地 謡,エ イサー地謡)の 打ち出す歌 に
呼応 して歌 を返 しながら踊るもので,こ れに景
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ちぢメし
気づけの太鼓(太 鼓打 ち=鼓 打ちゃ一)も 加わ
る。このエイサーがいつ始まったかは明らかで






御送 り(送 り火)後,午 後9時 頃か ら翌日まで
不幸のあった家を除 く全戸を廻って行 うもので
あった。廻 りきれない ときには,翌16日 の屋部
小学校同窓会でのエイサー披露後 にも続けた。
各家庭で曲目が重 ならないよう配慮 しなが ら本











の14日 か ら始 まるようになったらしい。
　近年はひと組になって廻るが,各 戸を廻って
いた頃は青年も多 く,二,三 組が分担 してあた
り,三 線弾 きも各k複 数いたようだ。組数は時
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 やま　の　ま
代 に よ っ て 変 わ り,屋 部 出 身 の 山入 端 つ る
(1906-2006)の 『三 味線放 浪記』 に よれば,
エ イサ ーは西 と東 に分 かれてお り,東 が盛 んで
あ っ た の で 西 か ら も見 に 行 っ た[山 入 端
1996:108-110]と ある。 これ は戦前 の ことで,













た後 「広場に引 き揚げ,美 しい月光の下で男女
入 りまじり,う たい興ずるのであった」[山 入





　 　 　 　 　 　 くんぢ
れる。戦前は紺地の着物に。踊 り手が鉢巻をし,
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直後は物不足で男はズボンにシャツ,女 はもん
ぺにブラウスといった出立ちであった。その後,
男女 ともに浴衣 となって6,近 年は,女 性 は色
とりどりの浴衣,男 性は 「やぶ」 と書 いた揃い
の着物にゴム草履である。
　伴奏楽器の三線は,か つてのエイサーでは大
抵が渋 を塗った紙張 り(渋 張 り)で,時 に兎や
猫の皮張 りもあった とい う7。高価 で 「うえ一
　 　 っちみ
きん人」(コ 金持ち)し か持てなかった蛇皮張
りの三線は,野 外で夜露 も落ちるとい うことで,
決 して貸 してはもらえなかったそうだ。終戦直
　 　 　 　 さん
後は落下傘の傘 を張ったものもあり,絃 も電話
　 　 　 　 　 　 　 　 　 すいかん
線であった。太鼓 も水缶で代用 したという。
1.2。3　 エイサ ーの練 習
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 み　め　
　練習は,昔 は旧暦6月15E1の 「新米」から開
　 　 　 　 　 　 　 み　め　
始 したという。「新米」は新米で飯 を炊 く祝い










で,真 竹を切って石油 を入れた松明を一つ灯 し
たとのことだが,こ の準備は新入青年会員の役
割であった。
　 　 　 　 　 　 ぺ　　し
　練習では,「 鷹 し練習 をす る」 といって,3
日(一 週問ということも)ほ どは座ったままで
歌 を練習 をしてから踊 りに移 る。これは今で も
行われる方法とのことだが。筆者は同様の話を
本部町瀬底や東などでも聞くc手 踊 りエイサー
























教場 としてス ター トし,同 窓会は1913(大 正








また,同 書の1952年 の項 には 「校庭で本校同窓
生の各 区エ ンサ ーコ ンクールを盛 大 に催す

























　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な　ぐ
定」(1952。8.29琉 球 新報)と あ る。《名 護ぬ
うら
浦節》は,屋 部村(屋 部地区)で は屋部だけが
伝承 していることから,故 老が語るエイサーコ
ンクールはこれではないかと思われるc




間,山 入端,屋 部,宇 茂佐,旭 川,勝 山,中 山
の8区 が参加 したという王゜。
　名護町も屋部村 もエイサーは手踊 りであるこ





茎.2.5　 太鼓 エ イサ ー
　屋 部で は,1960(昭 和35)年 頃に一時太鼓 工
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぱ　らんく　
イサーを行った時期がある。半打鼓 を寄付 した
　 　 　 　 　 　 　 よかつ　　　へ　ん　ざ　　　や　け　な　　　へ しき や
人がいたため,与 勝(平 安座,屋 慶名,平 敷屋
の各説がある〉から太鼓エイサーを習ったとい
うものである。ただし,手 踊 りエイサー もした
とのことで,家 廻 りは手踊 りだったのだろう。
中 ・南部か らの盆の帰省者が参加できないこと
や,や はりムラに伝わるエイサーが良い という
ことで,太 鼓エイサーは1年 だけ(2年 ほどと
い う説も)で 終わったという。
　今は集落 として太鼓エイサーを行 っていない
が,旭 川で生 まれた太鼓エイサーから発展 した
「屋部若獅子会」の本拠地が屋部にあることか
ら,こ れに参加す る若者 も多 く,手 踊 りエ イ
サーへの参加が減少 しているといわれる。
1.2.6　 ピンジエイサー
　屋部では,25年 ほ ど前 までは青年会のエ イ




壮年層(向 上会や婦入会など)が 集落を盛 り上
げようと思いつ きでするもので,年 によってや
らないこともあれば飛び入 りもあ り,三 線なし
の時 もあれば水缶やブリキ缶を太鼓代わ りに叩
くこともあるなど,特 に定めもなく行われてい







24と 一二揚6の 計30曲 で,本 部半島地域ではか
な り多いほうである。このうち1曲 目と30曲 目
は同じ旋律だが,歌 詞が異なるために地元では
別の曲として扱われる。現在の青年達は本調子
しか伝承 していないが,集 落全体の伝承 という




　表1は レパー トリイ全体 を記 したもので,1
～30が 現行の伝承臨,番 号に 「*Jを 付 したも
のが途絶曲である。現行麟12は,異 なる2曲 か
らなるため,麟 名に1・2と 記 して区別した。
2.灌　 独特な曲
　表1か らわかるように,屋 部のレパー トリイ
には独特な曲が多い。手踊 りエイサーでは,各
集落のレパー トリイは各地域の定番であること
が多 く,独 特 な1掬はせいぜい1～2曲 程度であ






























































































































































































































































屋部地区… ・7集落　 名護地区… ・10集落








く知 られているが,手 踊 りエイサー曲になって
いるのは屋部だけである。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 なんだき　　　　　　　　わかなつ
　 13《 名 護ぬ浦節 》,15《 南嶽節 》,16《 若夏 の
おとず　　　　　　　　　　　　　　　　ニ 　　セ　タ　
訪れ》,23《 ハ イニ才達節》は戦後新 たに導入
された曲である。その時期 は 『屋部地 区の芸
能』 には1949(昭 和24)年 頃とあるが,2008年
















ポ も途 中で変わる変化 に富んだ踊 りである。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くんくんし　
《ハイニ才達節》は 『琉球民謡工工四』isにもあ





　 　 　 い　きこなゆ
　ll《 伊計離節》は舞踊曲として知 られ,女 エ
イサーや臼太鼓のレパー トリイでもある。しか
し,エ イサーとしては本部半島地域では他には
　 　 　 あニ　エえ
名護市東江にあるだけなので,や はり独特な曲
ということになろう。民謡 としてよく歌われる
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じらうしちはち
29《 ハ ラ ドン ドンセー(十 七 八節)》 や*7
《ヨーテー節(ま しゅん く節)》 は,エ イサー曲
としても前者が今帰仁村や本部町で比較的分布
数 も多 く,後 者 も少ないながらも幾つかの集落
で歌われているが,名 護市では屋部のみの伝承
である。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぴ　　　　　　　　　ドニ　まんっちゅ
　また,12-1《 いちゅび小節1(糸 満人)》 は
本部町の代表的なエイサー曲だが,本 部町以外
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ろっかく　ど　





イスナー節(デ ンスナー節)》 は,名 護市では
他には屋部に隣接する宇茂佐 ・旭川だけにある。









クールについて,屋 部の故老 らは,部 問(現 在






　 　 　 　 　 　 ひろくゐちたなばた　　　　　　　　　　　　　ひちくゐち・《念仏》 は 「七 月七 夕」あ るいは 「七 月……」
　 と始 ま り,名 護地 区や本 部町の 「llfに育 ち ょ
　 る山鳥」系 の歌詞 はない王5。
　 　 　 　 　 　 　 　 ゆチわ　　　　ムン
・《テ ン ヨー節 》 の難 し詞 が名 護地 区や本 部 町
　 の 「シター リヨー ヌ」 では な く 「ハー リ ヨー
　 ヌ　 ユー イガナ」系 である。
　 イニ　シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アワ　　　　　ユ・《稲 摺 リ節》 の離 し詞 は 「粟 ヌ ン選 ラ リ ミ
　 クミ　　　　　　　ユ
　米 ヌ ドゥ選 ラ リル　スー リサーサ ー」で,東
　江 以外の名 護地 区や本 部町 とは異 な るu;。
　 うみ 　 　 　　 ほ　ら　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　シ タク 　 ワ ソ
・《海ぬちん法螺》の喉 し詞には 「支度ヌ悪サ
　 　 　 スバ　　　　　　　　　　　　　　ワチ ユ　　マンナカ
　ヤ　側ナリナー リ　 サー浮世ヌ真中」 という
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サキ　　　　　　　　　　　テヤワンノシ
　ー般的なものの他に 「酒ヤボ ンボン　茶碗 シ
　 ヌ　　　ヌ　 　　　　　 　　　　 　　　　　ソシ ヌ　　　ヌ　　　　ウチ ユ
　飲 ミ飲 ミ 〈サー マカイシ飲 ミ飲 ミ　浮世ヌ
　 マンナカ
　真 中>」 がある。 この地 区以外でも名護地区
　東江にあるが,一 般にあまりみ られない。
　 　 み むら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あみ ふ・《三村節》の難 し詞には,例 えば 「雨降 らす
　 　 　 　 　 なこらやんさ　　　　　　　　　　　　　　　　 カ　 リ　ユシ　　　カ　 リ
　 な よ 一 　 元 被 ゆ ん ど 一 〈サ 　 _t._,_.___-JR例吉 　 嘉 例
　 ユシ
　吉〉」のように 「サー嘉例吉　嘉例吉」がつ
　 く。他集落は 「元被 ゆんど一」で終わった り,
　名護地区で 「イヤササウネササ　ヒヤ　マタ
　 ウネササ」が加わるなど多様である。
　 　 メ　デ　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 メ　デ　タ
・《目出度イ節》では 「ス リス リ　 目出度イ
　 カ リ ユシ 　 メ デ タ
　嘉例吉　目出度イ」と難 し詞にr嘉 例吉」が
　入る。「スリス リ　 目出度イ」で終わるか 「目
　出度イ　 目出度イ」と続 くのが一般的である。






中山(後 に四年生 まで分校 となる)に 焦点を当
てて屋部と比較 してみたい。なお,屋 部の東側
の宇茂佐は屋部 と同様に17世 紀中頃か ら既 に
あった古い集落でエイサーも戦前か ら行ってい
た。一方,旭 川 と中山は1943(昭 和18)年 に分




　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い　つ　み
旭川,中 山ともに隣 り合った本部町伊豆味との
関連が指摘されているis。





ちになってお り,中 山はすっか り絶えて歌詞資
料だけを残 している。
　 また,表2の 宇茂佐 ・旭川 ・中山の右欄にあ
る1～3の 数字は。その曲の演奏順グループを
示す。というのも,屋 部以外では 「1.本 調子
→2 .一二揚帰3.再 度,本 調子」という演奏順
序が明確だからである。特に宇茂佐は,1の 本
調子が9曲,後 段の3の 本調子が7曲(何 れも
《唐船 ど一い》 を含む)と はっきり分かれる。
名護地区の申心地である大兼久(現 在は大北 ・
大東 ・大西 ・大中 ・大南に分かれている)に も
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　離 し詞をみると,中 山は,《 テ ンヨー節》が
「シターリヨーヌ　 ユ イヤナー⊥ 《三村節》が
「イヤササ　ウネササ　スリサーサー⊥ 《稲摺





拘わ らず屋部では,例 えば 《稲摺 リ節》には他
に 「ウネマタ　 ウネササ　アネマタ　 ウリササ
スー リサーサー」 という言いまわしもある。 こ
うした離 し詞の一寸 とした変化は 《海ぬちん法
　 　 　 　 うちな　　　　　　　　　　　　　　　ウチ　ユ　　　　マ　　　　ナカ
螺 》 の 「沖縄か い ど一　 浮世 ヌ真 ン中 ～」 や,
《六 角 堂》 の 「ワ ネ　 カン ドゥナー トゥサ ヨー
ンゾヨー 〈ワネ　ス ン ドゥナー トゥサ ヨー　 ン
ゾヨー〉」 の ように わず か に変化 をつ けて 同 じ
反復 を避 け る形 に見 られ る。かつ ての歌 の即興
的なや りと りの気風 の名残 なのであろ うか。
　 　 な　　き　じん　　　ンロし
　《今帰仁ぬ城》では歌詞の一,二 句 目の間の
離 し詞 「ヨンサー」の有無が注 目点である。途
絶 で判断で きない宇茂佐を別 として,屋 部は









　12-2《 いちゅび小節2》(・歌詞1参 照)は 民
謡やエイサーでよく聴 く曲である。 しかし屋部
では,一 般的な 《いちゅび小節》のように 「い
ちゅび小に惚 りてい～」とは始 まらず,譜1の
ように 「影小ぬあんでいち～」が始めにきて,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふ
2番 で 「い ち ゅ び小 に惚 りて い～ 」 となる。
『屋 部地 区の芸 能』 所収 の1967年 採 集 の 「字屋
部 のエ イサー歌(そ の一)」 で も同様 の掲 載19が
あるので,長 い伝統 といって よい。一 方,旭 川
に も 「影 小ぬ～」の類歌 があ り,旋 律 も屋部 と
似 るが,以 下に掲 げる ような ア ンダー ライ ンの
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イマそトン　ジン
唾 し詞が続 き,か つてあった という 《今三世
(=い ちゅび小節)》 とは別の独立 した歌として
扱われる(歌 詞2参 照)。
　おそ らく屋部では,「 影小ぬ」に始まり 「吾
達心～」の離 し詞の付 く曲と,「いちゅび小に」









1　　 、_　 　　_・　　　　 _　　　　　　　、　　　　 _
一 す み　 　 一 あ ぱ 　ぐわ　 　くか 一ぎ 　ぐわ　 や
_　 　　、　　　　騙　　　　　　　　　　 、　　　 　　　　　　　　　　　　 一 　　、
わっ た一　くくるん ひらってい　　 しり　　　 こ一 り ちっ はん
あましょ一 が〉 イマ チョイナ　 　　〈ウネ　 　 サ ンジン イヤササ〉
2　 いちゅび 　 一ぐわに ふ り　 てい　　　一 や ま ち
戦 後の導入 で,屋 部 は1949(昭 和24)年 頃 とい





　 　 　 　 　 ちく　　　　　め　
えば,3《 作 たる米》 ……宇茂佐 ・屋 部 ・旭 川,
14《 ヘ イ ヨース ラヨー》 ……宇茂佐 ・屋 部 ・中
山,28《 スラサエー スラ ヨー》 ……宇 茂佐 ・屋
部,な ど屋 部地区で は屋 部校 区のみに分布す る
一 連の 曲 もその例で ある。
　 また,屋 部では廃絶 曲なので確認 で きないが,
　 　 　 　 　 か　りゆし
《だん じゅ嘉例吉》は宇茂佐では譜2の ように
　 ノヘ　　　　　　　　　　 フ ニ 　　　　ニエ　　　　 　ハ
「逸 ル ヨー船 　良 ウ逸 イセ ー」 と歌 われ,下 段
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ハ　　　　　　　　　　フニ　　　　　　　　　　ユ　　　　　ハ





一ぱる　　 一か　　　　ゆ　てい 〈か ゆ てい　　 一み じ ら
ハ　　ル　　ヨ フ　　ニ　　　　　ユ　　　ハ　　イ　　　　セ
さ　 や　 　一ち な ぬ 一ば 　ん　 　 　ず 　 　ウム ヤガ チョンチョン
ハ　　ル　　ヨ フ ニ ヨ ユ ハ イ セ
カナシガ チョン〉イマ チョイ ナ 　 　〈ウネ 　 　サ ン ジ ン イヤササ〉
歌詞1　 屋部 《いちゅび小節》
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し　まん
　影小ぬあんでいち　 自慢すみあば小
　 　 　 　 　 か　　　　　　　　　　　　 ち むちで　いち
　影小や　皮どうやっさい　気持第一ど一
　 わワたご コ　　　　　 　　　　　　　　 　　こか ちっはんあましけ が
　吾達心ん　 ひらってい知 り　 氷桔飯甘生姜
　 　 　 でマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンシン
　　　今チ ョイナー ウネ　 三相　 イヤササ




　 　 　 　 　 も　　　いし　ニき
　 うりうり野の石仏 　いちいちぢょんちょん
チ ェチ ェ
　同様の2つ の集落共通の曲に,屋 部 と宇茂佐
　 　 ニニ　 ま
の 《鳩間節》がある。聞き取 りによれば何れ も
　以上のように,屋 部エ イサーは近隣の集落の
エ イサーとも関連 を持ちつつ,今 帰仁村や本部














新 しい振付けを伴ったもの もあるが,近 隣地域
　 60
発 達 教 育 学 部 紀 要
との関わりで習い覚えた りヒントを得たものも
あると思われる。屋部は.他 集落より積極的に
新 しいエイサー曲を取 り入れ,レ パー トリイを
変化 させていった ということであろう。fし 詞
や歌詞の端々に見える多様性 も,こ うした屋部
の姿勢 と関わっているであろう。
　エイサー曲を細かに検討 してい くと,エ イ















1.文 献の資料 も含め,約60箇 所のエイサー伝承
　　(曲名や歌詞の一部 を含む)が 確認できる。
2.八 月踊は旧暦8月 に挙行されるもので,伝 統
　 的な舞台舞踊や組踊が上演 される。旧暦7月
　 　 みんくぼい
　 の面配 り(以 前は20日 頃,現 在は旧盆の前)
　　に始 まり,練 習,道 の整備,道 具づ くりなど
　 　 　 　 め　ず くみ　　　　　　　　　　す　くみ
　　を経て前仕込(7日),仕 込(8日)と な り。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 わか　　ラ
　　8月lo日 に正 日を迎 えるQ翌1117が 別れ(最
　 終 日)と なる。
3.戦 時中の1944(昭 和19)年 については不明だ
　 が,1945(昭 和20)年 には行った とい う説 も
　 ある。筆者 らが話を伺 った故老達は何れも戦
　 後になってエ イサーに参加 したため,子 ども
　 時代の戦前 については記憶がやや曖昧である。
4.発 足当初の同窓会の 日程については不明だが,
　　旧暦7月16日 の開催はかな り以前か らのよう
　 である。同窓会後,運 動場で各集落のエイ




　　25歳 までで,こ の時の向上 会は37歳 までで
　　あったが,次 いで青年会27歳 向上会40歳 と
　　な り,現 在では青年会30歳,向 上会50歳 と
　　なっている。
6.1940年 生 まれの入がエ イサーに参加 した頃に
　　は既 に浴衣 となっていた という。




　　に,そ れを始めた人が屋部 に拠点を移 して活
　　動 している。太鼓の魅力に惹かれて参加する
　　屋部の若者 も多いと聞 く。
9,参 加は屋部,宇 茂佐,旭 川,中 山である。宇
　　茂佐にも浮 き沈みがあるが,旭 川は1960年 頃
　　までは各家を廻ってお り,1978年 に太鼓エイ





10.部 間は1949年 ～1958年 は独立 した行政区で.
　　その後安和の小字 となった。エイサーは本部
　　町崎本部から習ったらしい。聞き取 りで話題




11.《 ゼ イサー節》 は 『屋部地 区の芸能』 には
　　1949(昭 和24)年 頃にエイサーに導入された
　　 もの として○印がついている[名 護市教育委
　　員会　2006:1731が,筆 者 らの聞 き取 りで
　　は戦前に導入 されたという。
12.2008年 の聞き取 りでは,導 入時期は1947～48
　　 (昭和22～23)年 頃,1955(昭 和30)年 以前
　　1958(昭 和33)年 頃と諸説あってはっきりし
　　ない。




詞が記載 されてお り(AA・308-31Q),そ こ
にも 《ジン トー ヨー節》がある。 しかし,筆
者 らの聞き取 りでは,こ れは山入端の伝承で





15.現 在,宇 茂佐 には 「由に育ち ょる」系の歌詞
　　があるが.こ れは,戦 後に加えられた もので
　　ある。
16.こ の難 し詞は名護市大北にもあるが,現 在の　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 おおきね　く
　　大北エ イサーの もとになった大兼久エイサー
　　にはない。大北が終戦直後に羽地地区の山田
　　に伝 えた大北エ イサーとも異なることか ら,
　　後か ら取 り入れたものと考えられる。
17.旭 川は屋部からの5小 集落とIll入端か らの1
　　小集落で分区,申 山は屋部か らの 麦小集落,
　　山入端か らの2小 集落 屋部 ・宇茂佐 ・宮里
　　に属す る1小 集落で分区した。旭川は敬老会
　　を兼ねた踊 をしていた頃。屋部の踊を稽古 し
　　た り,師 匠を頼んだことがあるそ うだ。
18.伊 豆味との関連 についての指摘 は,筆 者 らの
　　聞き取 りで得たものである。
19.こ の歌詞集では 《糸満入》は 〔九]と して別
　　の歌の扱いとなっている。
20.名 護市大北の 《いちゅび小》で も,2節 目に
　　この歌詞が歌われるが,「 氷桔飯甘生姜」が
　　な くす ぐ難 し詞に入る。 ここでは 《いちゅび
　　小》の2節 擦の歌詞として取 り入れ られたの
　　であろう。
21.宇 茂佐の聞 き取 りは,2011年2月21,22B。
　　 『屋部地区の芸能』 には,導 入時期が 「昭和
10年 代後半か ら20年 代にかけて」 と記 されて
いる。
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